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ソ連の主要金属鉱床

銅1鉛1亜鉛

4.銅鉱床

ソ連の重要注鋼鉱床区としてはまず第一にウラル地方

カミあげられる.ウラルでは子午線方向に600km以上

連続する中部古生層の火山性堆積岩中に多数の大規模な

鉱床カミ胚胎されており層状含銅硫化鉄鉱床(キｰスラ

ｰガｰ)や接触交代鉱床讐が存在する.またカザック

スタン共和国のシェスカスカンスコエコウンラッドス

コエヴァスシァクｰルスコエ鉱床ウズベックスタン

共和国のアルマルィスコエ鉱床およびアノレメニヤ共和国

のカファンスコェァラヴェｰルトスコェシャムルｰ

ト等の銅鉱床も重要である.

以上の他アルタエ(銅のほか鉛と亜鉛を伴う)ミ

ヌシンスキｰ盆地(スカルン鉱床)コノレスキｰ半島

西プリウラノレゴリムスキｰ台地グノレジァおよびアゼ

ルバイジャン共和国泣どにも銅鉱床の存在が知られてv･

る.これらの鉱床は成因的に大別すると次のように

分けられる.

1)NiC㎜岩漿分化(一部熱水)鉱床

この種の鉱床は塩基性の岩擬活動に関係して生成され

たものであり鉱石はペントランド鉱と黄銅鉱を主とす

るためニッケルが主要な稼行対象となるがそれと共

に銅白金コバノレトが副産物として採取される.普

竹闘菓失

通網晶粒は王柑隻%でニッケル資源をして箆要な鉱床

であるが銅鉱床として鉱業的には二義的である｡

ソ連ではノリｰルスコエペチェンスキｰおよびモン

テェゴルスキｰ鉱床離等カミニッケル銅鉱床として知ら

れている.

2)接触交代(ス吻ルン)鉱床

半酸性花嵩岩類と石灰岩苦灰岩等の炭酸塩岩類との

接触部に胚胎した柘榴石一輝石スカノレンに伴う銅鉱床で

あり主要鉱石鉱物は黄銅鉱磁硫鉄鉱磁鉄鉱柱とで

ある.銅鉱物がスカルン中に鉱染しているため銅品

位は不均質であるカミしばしばCu3～10%に達する高

品位部が存在する.大規模なこの種の鉱床としてはウ

ラルのトウリンスキｰおよびグメシェフスキｰカミあげら

れるか銅鉱床全体からみて鉱業的には従属的在位置に

ある.

3)高温熱水鉱床

この種のものには銅一電気石および銅一錫鉱床がある

がこれらは比較的浅成の火成活動に関係したと考えら

れている.鉱石鉱物としては黄銅鉱斑銅鉱硫枇銅

鉱砒勤銅鉱などで電気石錫石輝水鉛鉱などを伴

っている.アルメニヤ共和国のメッツ･ドゥゾｰル鉱

床は高温熱水鉱床であるカミ小規模である.
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4)斑岩銅鉱々床(ホｰフィリｰ･カッパｰ)

中深成の半酸性花開岩類の岩株に関係して生成された

鉱染鉱床であり岩株およびそれに接した壁岩中に黄鉄

鉱斑銅鉱枇鱗銅鉱輝水鉛鉱等の鉱染と紬脈が発達

する.全体として銅品位は余り高くなくCu〈O.8～1

%であるがMoを少量含むことカミこの鉱床の特徴で

ある.薮岩銅鉱々床の中若干のものは初生鉱石が非

常に低品位(Cu〈O.4～0.5%)であるため稼行の対象

とならないが酸化作用により生成された二次富化鉱は

輝銅鉱を主としCu1.25～1.5%の品位となるためこ

の部分が採掘されている.ソ連てばカザックスタン共

和国のゴウンラッドスコエウズベックスタン共和国の

アルマルィクスコエ等斑岩銅鉱々床に属する.世界的

にはこの種の鉱床から生産する銅量は全体の50%以上を

占めモリブデンもまた世界の全採取量の1/3を生産して

おり鉱業上きわめて重要な銅鉱床である.

6)砂岩中の層状銅鉱床(カッパｰベルト型鉱床)

砂岩中に胚胎する層状鉱床として北ロｰデシアのカッ

パｰベルト鉱床群に類似するシェスカスカンスキｰの匡

■

大在銅鉱床カミカザックスタン共和国に存在する他アノレ

メニヤ共和国のアラクェルディとシャムノレｰトが同じく

層状銅鉱床として知られているこの種の鉱床は斑銅鉱

輝銅鉱黄銅鉱を主とし品位はCu2～3%で鉱量

は数百万トン以上に達する.世界的にみてカッパｰベ

ルト型鉱床から生産される銅量は全体の20～25%を占

める.

7)中温熱水性脈状鉱床

銅鉱物を多量に含む鉱脈でありおもに黄鉄鉱黄銅

鉱からなる.鉱石の品位はCu3～5%でときに大

規模な鉱床カミ存在する.ソ連ではこの種わ鉱床として

アノレメニヤ共和国のカファンスキｰ鉱床が有名である.

5)層状含銅硫化鉄鉱床

地向斜の堆積性火山岩類に密接に関係し層状または

レンズ状を呈する銅鉱床で黄鉄鉱磁硫鉄鉱黄銅鉱

斑銅鉱砒勤銅鉱硫砒銅鉱閃亜鉛鉱方鉛鉱重晶

石などの鉱石鉱物からなる.

一般に鉱石の品位はCu2～3%に達ししばしば大

規模恋鉱床カミ存在しその代表例としてウラノレ地方のデ

グトヤルカガノレブシｰノ､カラｰタブリャｰヴァ

シバイウチャｰルィ等があげられる.
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言こ看葉肉緑岩

斑糖岩

安山岩類

輝緑岩

輝石柘榴石岩

凝灰岩

石灰岩

デボン紀頁岩

ならびに砂岩

第三紀層

8)港透性沈澱銅鉱炭

珪孔雀石自然銅輝銅鉱炭酸銅などからなる鉱石

鉱物がおもに砂岩中の炭酸塩鉱物を交代しており一部

ではこれらの銅鉱物がレンズ状鉱体を形成することもあ

る.一般に銅品位は不均質でCu1～5%程度であり

この種の例としてプリウラリスキｰおよび中央アジアの

ナウカｰト等があげられる.

以上述べた各種の銅鉱床の中鉱桑的に重要な数例の

鉱床にっいてさらにくわしく述べることにする.

(1)トウリンスキｰ

北部ウラノレのセロｰフ市の北酉に位置し1758年から

採掘されてきた鉱山である.

の南東部に第三紀層が発達する.これらの基盤岩類は

バリろカン造山時の花陶岩とそれに伴う閃緑勤岩によ

って貫かれてv'る.主要鉱化スカルン帯は層序上上

第2図

フロロｰフスキｰ鉱山におけるス

カルン･石灰岩接触部と先鉱化擾乱

帯の横断部分の合致する所に鉱体が

賦存する(チ幻順イジ黒引こよる)

豆｡菊恢砦婁.鮪綴饗済勲ルン

婁.輝点ス切ゆ遂｡先鉱化掻
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第3図鉱染状銅鉱床地質図(エム･ぺ一･ルサコフによる)

1.花筒岩閃長岩モンゾニ岩2.モンゾニ岩斑岩

3.花筒斑岩微晶花闇岩アプライト4.澄流離岩とその負礫岩

5.噴出斑岩とその角礫岩6.上部デボン紀砂岩片岩礫岩

7.二次性珪岩倉鍋鑓岩鉱看8.古バルノ･一シュ湖成層

9一現世沖穣層

部の層灰岩の付近に発達するカミスカルソは花闇岩と石

灰岩および凝灰岩･層灰岩と石灰岩の境界その他断層

に沿ってみられる.鉱体の形態は層状で急傾斜のもの

や緩便斜のものカミあり富鉱帯はスカルン帯と断層の交

点において輝石スカルンに伴って発達する..

ゴルジンスキｰ(αC-Kop糊Hc㎜貴)･は一連の鉱化

作用を次のように3つの時期に分けている.

1)磁鉄銭緑廉肩陽趨万を伴う輝石スカルン期

この時期には硫化鉱物は余P伴わ柵'

2)石英一輝水鉛鉱脈期

3)銅富化鉱期構成鉱物は肩薬方解石菱鉄鉱量縞石

黄錫鉱黄鉄鉱磁硫鉄鉱四面鋼鉄閃亜鉛鉱および少

量の万鉛鉱硫枇鉄鉱枇毒砂輝水鉛鉱合コバルト黄

鉄鉱硫コバルト鉱輝コバルト鉱自然蒼鉛などである

銅資源としてはもちろんこの時期のものが最も重要で富

鉱帯刺こはCu3～12茄の高品位鉱が存在する

トウリンスキｰ鉱床では二次當化帯が発達し地表下

200mまで達することがある.

鉱床b成因は接触交代作用によるものであるが銅富

鉱体の形成は中温の熱水溶液に起因すると解釈されてい

る.

(2)=1ウンラッドスキｰ

カザックスタン共和国の首都カラガンダの南東にある

ハルハｰシュ湖の北岸に位置する.この付近はシルノレ

紀とデボン紀の火山性堆積岩とバリスカン期の花商閃緑

岩および花嵩岩の迷入がみられこれらの花陶岩類に

接する古生層の一部は紅柱石を含む珪質岩に変化してい

る.

ゴウンラッド山では花陶閃緑扮岩の岩株の貫入がみら

れるがこの岩株の上部で磁鉄鉱癩石電気石を伴う

石英脈と黄銅鉱黄鉄鉱を伴う石英脈を含む絹雲母珪質

岩に移化している.またこの貫入岩体周辺の古生層で

は石英脈を含ま注い絹雲母一紅柱石珪質岩(紅柱石の含

量50～80%少量の鋼玉黄玉石重晶石明響石から

なる)然形成されている.

銅の鉱化作用は絹雲母珪質岩および花崩閃緑岩の岩株

の上部に集中しており地下300～400m付近で初生鉱

の貧鉱(Cu〈O.4%)から不毛の花筒閃緑岩に移化する.

鉱石鉱物は初生鉱中では黄鉄鉱黄銅鉱を主としまれ

に砒鋤銅鉱と輝水鉛鉱がみられる.ゴウンラッドスキ

ｰ鉱床で稼行の対象と在る鉱石は二次富化鉱であり.鉱

床の断面は上部から下部にかけて次のように分帯される.

a)厚さ2～50㎜平均20㎜の酸化鉱帯

主要構成鉱物:褐鉄鉱孔雀石藍銅鉱珪孔雀石赤銅

鉱自然銅輝銅鉱

b)平均厚さ30m溶脱層

｡)平均厚さ110mの輝鋼鉱帯

鉱石鉱物:輝1銅鉱鋼藍斑銅鉱これらの銅鉱物は母岩

の空隙や小滑動面中に存在してv･る

(5)初生貧鉱(C幽くO.4%)帯'

この場合低品位の初生鉱石から高品位の酸化鉱および

二次富化鉱の二帯カミ如何にして形成されたかとv･6問題

が残されるがスミノレノフ(胤肌CM即肥｡)はこの問題

について次のように解釈している.先ず起伏の少ない

地形の下で初生鉱の酸化カ養生じやや品位の高い酸化

鉱と輝銅鉱の二次富化鉱が生じその後著しい上昇運動

により上部の酸化鉱帯が削剥され輝銅鉱を伴う二次富

化鉱帯カミ地表付近に上昇してきた後上昇運動が静止し

た一この場合地下水面は相対的に下降したため輝銅鉱

帯とその下部の初生鉱帯の上部が酸化条件下におカ･れ

地表近くでは高品位の酸化鉱帯を生じ黄鉄鉱の酸化に

より生じた遊離硫酸の移動により銅カ織出されて新しい

CムBN3

200㎜
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輝銅鉱帯を生じる一方輝銅鉱帯の上部にある銅の搬出

された部分は溶脱帯を形成したものである.

ゴウンラヅドスキｰ鉱山ではおもに輝銅鉱帯と一部酸

化鉱帯カミ採掘されている..この鉱床は成因的には中温

熱水性の大規模な斑岩銅鉱々床(ホｰフィリｰ･カッパ

ｰ)と解釈されている.

(4)ウラル地方の層状含銅硫化鉄鉱床

北緯6ぴ線を中心としてウラル山系に沿い上部シノレリ

ア紀と下部デボン紀の緑色岩帯が南北に延びているが

この中に30以上の含銅硫化鉄鉱床が存在する.この緑

色岩帯は輝緑岩輝緑現岩曹長扮岩凝灰岩および粘

板岩からなり花筒斑岩閃緑野岩半花闇岩等の貫入

岩類がみられる.

この地帯は広域変成作用を受けているが中央ウラル

でもっとも高変成掌で北ウラルでは変成度カミ低下し

南ウラルではほとんど変成作用の影響はみられないほど

弱くなる.含銅硫化鉄鉱床の形態も母岩の変成度によ

って差カミあり中央ウラルではレンズ状または層状を呈

し絹雲母一石英片岩中に胚胎されているカミ南ウラル

では形態が複雑かつ不規則でスピライト輝緑岩角

斑岩中に胚胎されている.

A中央ウラルの鉱床

1)カラチシスキｰ(別名キロヴォグラドスキｰ)

キロヴォグラｰド市の南西に位置する.東に急使斜

した多数のレンズ状鉱体かななりこれらは断続しなが

ら走向方向に約2kmの間追跡される.主要レンズ状

鉱体は走向延長100m(十)最大原さ25mで深部に300m

まで連続する.

初生鉱石は細粒の黄鉄鉱黄銅鉱閃亜鉛鉱砒鋤銅

鉱磁鉄鉱重晶石などにより構成され銅の他少量の

金銀を含んでv･る.露頭付近は｢焼け｣を生じそ

の下部に輝銅鉱銅壷讐からなる二次富化鉱が地表下

150㎜まで存在しそれより下部に初生鉱カ溌達する.

2)ガルプシヒンスキｰ

キ一ヴォグラｰド市の西南西25kmに位置する.塩

基性火山岩および凝灰岩源の結晶片岩刺こ東に急傾斜

したレンズ状鉱体群カミ胚胎されており=これらの鉱体群

は走向に沿V･数0mまれに数100m連続し最大厚さは

45mに達するものもある.鉱石の構成鉱物としては黄

鉄鉱黄銅鉱閃亜鉛鉱方鉛鉱枇渤銅鉱輝銅鉱

銅藍斑銅鉱石英緑泥石重晶石などで銅亜鉛

の他金銀を少量含んでいる.本鉱床では塊状鉱を

主とするがこれほ徐々に鉱染状鉱に移化する傾向カミみ

られる.

5)デグトヤルスキｰ

スフェルドロフスク市の商酉に位置する.鉱床はレ

ンズ状または層状を呈し上盤側に絹雲母一石英片岩

下盤側に曹長石一石英斑状岩を伴っておりほぼ南北

方向に4,800m連続し厚さは2～3mから45mまで変化

する.

また東に60～6ポの傾斜を示しており深さ20mまで

は｢焼け｣カミ発達しそれより下部では脂質の黄鉄鉱鉱

体12σ～180mの間は奔礫状充填構造を伴う鉱石帯180

m以下垂直にして570mまで初生鉱石帯がみられる.

初生鉱は塊状鉱と縞状鉱がみられ鉱石鉱物は黄鉄鉱

閃亜鉛鉱黄銅鉱砒鱗銅鉱方鉛鉱硫砒鉄鉱銅藍

輝銅鉱等であり石英重晶石を伴っている.

初生鉱の銅品位は余り高くないカミ充填構造をもつ鉱

石は初生鉱に比して品位は数倍になる.鉱体中黄銅鉱

閃亜鉛鉱枇勤銅鉱在とは不均質に分布し鉱体の周縁

部(走向方向および深部方向に沿って)で濃集する傾向

カミみられる.

イヴァノフ(C.甘HBaH0b)は変成作用により母岩カミ

結晶片岩化する過程で鉱体も偏圧下で変形して層状を

呈するに至ったと解釈している.中央ウラルには以上

述べた含銅硫化鉄鉱床の他にも幾つかの鉱床カミあるが

これらの共通する性質として次のことがあげられる.
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第5図ウラルの硫化鎮鉱々床の一覧

図

1.酸性深成火成岩類(花鵠岩花

闇閃緑岩閃長岩黒雲母閃長岩)

2.塩基性深成火成岩類(斑板岩･

輝岩撤樋岩蛇紋岩)

3.ウラル東麓の火山ならびに堆積

岩

第6図カラチンスの硫化鉄

鉱序層の垂直断面および深さ

125mでのその平面(左)

(ザハリッキｰによる)�
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囚鰯団囚団翻固僻猟

a)鉱床は広域変成作用により生じた火山源の結晶片岩中に胚

胎する

b)一鉱床の形態は母岩の構造に調和して層状またはレンズ状を

呈する

C)鉱石鉱物は結晶質で縞状構造が発達し残存組織として

まれにコロフオｰム組織が見出される

昆南ウラルの鉱床

1)ブリャｰ｡ヴァ

カザックスタン共和国との境界付近のオノレスク市の近

くに位置する.･鉱床はスピライトと角斑岩中に胚胎さ

れ全体としてレンズ状に近い複雑な形態を呈する.

｢北部レンズ｣と呼ばれる最大の鉱体は走向方向に500

m連続しその厚さは50～60血で分岐した枝脈を伴っ

ている.鉱石は黄鉄鉱黄銅鉱閃亜鉛鉱白鉄鉱

メルニコヴァイト繊維亜鉛鉱輝銅鉱銅藍および石

英方解石墨畠石などからなりコロフオｰム組織が

普遍的に見出される.銅品位は比較的高く鉱床も大

規模であり地表下65㎜まで酸化帯カ溌達しそれ以下

で初生鉱に移化している.

2)シバイ

マグニトゴルスク市の南約80kmの地点に位置する､

鉱床の胚胎層準は中部デボン紀の珊瑚の化石を含む石灰

岩と火山砕屑岩の発達する付近にあり.鉱床の上盤はス

ピライト下盤は石英角斑岩により構成され負礫状黄

鉄鉱友石が鉱床中にみられる.鉱体と母岩の境界はほ

とんど水平に近いカミｰ部で非常に急傾斜するところカミ

ある.これは恐らく断層帯と火山砕屑岩および熔岩の

成層境界面と交叉する付近において鉱化作用が両者の構

造に制約されたためと考えられる.

主要鉱体は非常に複雑な形態を示し鉱石鉱物として

メノレニコヴァイト質黄鉄鉱黄銅鉱,閃亜鉛鉱銅藍

ダイジェナイトなどがみられコロフオｰム組織か普遍

的に存在する.鉱床の深部で黄銅鉱が非常に多くなり

また磁硫鉄鉱菱鉄鉱】部磁鉄鉱も晶出する.その

他斑銅鉱方鉛鉱硫砒銅鉱硫砒鉄鉱硫カドミゥ

第7図ヂェクチャｰルスク鉱床地域の集

成地質断面(コニスエヌイワノフによる)

1.沖積土2.石灰岩3.V･わゆる変

質火山砕屑岩類ならびに珪質板岩炭質

頁岩石灰岩の各間層を伴う緑色片岩

4.珪岩類5.斜長石斑岩類6.石英･

斜長石斑岩類7.石英･緑泥石ないし緑

泥石･緑簾石ならびに石英･緑泥石･絹雲

母片岩類8.石英･絹雲母片岩類9.

蛇紋岩10.斜長花筒岩一斑岩11.微

閃緑岩一斑岩12.錐繍岩ならびに蟄板

岩一閃緑岩13.大晶黄鉄鉱より在る硫化

鉄鎖14､細粒質硫化鉄鉱

ム鉱辰砂(?)カ報告されている.

5)ウチヤ･ルイ

ミァス市の南100k皿に位置する.鉱体は上部シノレ

リァ紀から下部デボン紀の弱い変成作用を受けた輝緑岩

曹長玲岩珪長岩の発達する地帯に胚胎されている.

主要鉱体の形態は複雑で南部では急傾斜した脈状鉱

体か南北方向的250m連続しその厚さは10～20㎜であ

るのに対して北部では対角線の長さか100～120mの立

体に近い形態を示しさらに200m離れてほぼ同規模の

鉱体が存在し全体として鉱化作用のみられる範囲は南

北1kmわたっている.

鉱床の占める位置はゆるいドｰム状地域にありゆる

く傾斜する火山岩類の成層面と鉱液を上昇せしめたとみ

られる断層との交線付近に富鉱体が形成されている.

鉱石は黄鉄鉱黄銅鉱閃亜鉛鉱砒轍銅鉱自然金

力ラヴェライト石英重晶石などから匁りコロフオ

ｰム組織カミ多く見出される.本鉱床は銅と亜鉛を主要

匁稼行対象としており鉱石の組成はカノレプシヒンスキ

ｰに似てv･るがウチャｰルィではコロフオｰム組織か

存在するのに対してカノレプシヒンスキｰでは結晶が大

きくコロフオｰム組織か見出されない.以上のほか

南ウラルには多数の銅鉱床があり最近も大規模の鉱床

が発見されて露天掘りによる採掘計画が進められている

が中央ウラノレの鉱床と異なる特性として次のことがあ

げられる.

a)鉱床はほとんど変成していなV'火山岩類中に腫胎する

h)鉱床の形態は複雑でレンズ状または層状のものは少糾･

C)コロフオｰム組織が普遍的またはしぱしぱ見開される

ウラル地方の含銅硫化鉄鉱床の成因についてはザヴ

ァリッキｰ(A.肌3欄p則K嚇)が長年研究してその見

解を発表している.

20世紀の当初ザヴァリッキｰは結晶片岩中1こ硫化鉱擬

が迷入してレンズ状または層状の形態となったと解釈し

た.しかしその後研究カミ造められた結果母岩の熱水�
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変質交代現象鉱体中に母岩が多く中山として含まれ

ていること塊状鉱が鉱染状鉱に移化すること重晶石

枕鱗銅鉱炭酸塩鉱物のような比較的低温性の鉱物カミ相

当普遍的に存在することなどから鉱漿説が不適当であ

ることカミ判明した.

次にウラルの研究者達によって熱水鉱床説カミ提起され

たバリスカン造山期の花開岩に関係した中温の熱水交代

鉱床であるという見解カミ発表された.これによれば

鉱床は結晶片岩形成後石英片岩と緑色片岩の境界に沿っ

て生じ｡た断層帯に鉱化作用が支配されたとみなされてい

る.この見解は長い間支持され現在も一部の研究者

は未だ熱水交代鉱床説を主張している,しかしなから

このような見解に立って断層沿いに探鉱した結果有効

な成果カミ得られず鉱床の生成がバリスカン花闇岩周辺

に限られるという事実も否定的でありむしろ探鉱作業

を妨げている面のあることが判明してきた.

1930年代に南ウラノレの鉱床群の開発が本格化しこれ

らの鉱床群はバリスカン花崩岩の活動に全く無関係であ

ることが判明し先に述べた熱水鉱床説カ坤央ウラノレと

南ウラルとの鉱床の異なった性質の説明に役立たずま

た探鉱にも効果のないことが明らかとなった.

1936年ザハリツキｰはブリャｰヴァ鉱床を研究して

鉱床は古生層の火山活動に関係し鉱化作用の位置は噴

気孔付近にあり水溶性ガス溶液から硫化鉱物が交代作

用を伴い在がら沈澱したものでその後母岩と共に広域

変成作用を受けたものであるという見解を発表した.

またこの場合中央ウラルでは変成作用が著しいため最

初不規則な形態の硫化鉱体がレンズ状となり再結晶作

用によりコロフオｰム組織は消失しているが一方変

成作用の弱い南ウラノレでは母岩の再結晶も余り行おれず

鉱床も生成時の特性を保ち不規則な形態とコロフオｰ

ム組織が存在していると述べている.

興味のあることとしてザハリッキｰは日本の黒鉱々床

と比較検討しウラルの含銅硫化鉄鉱床カ沽生代の黒鉱

に類似する鉱床で変成作用を受けたものと考えている.

この見解は中央ウラルと南ウラノレの鉱床の特性の差を説

明したとv'うだけでなく熱水鉱床説によって限定され

ていた探鉱の指針を改めシバイウチｰノレイ鉱床など

の開発に寄与した.

現在多くの鉱床学煮はザヴァリッキｰの見解を支持し

ているが必ずしもすべてのものというわけでは注く

へ一ク(A.B.πeK)一派は現在でも変成作用後交代作

用により鉱床が生成したと主張している.ぺ一クはデ

グトヤルスキｰ鉱床で結晶片岩化していない勤岩脈に沿

って鉱化作用カミ行われまたレビｰハでは変成作用後多

数の岩脈が鉱化作用前に迷入してその岩脈に沿い鉱化

作用カミあり母岩の結晶片岩を選択交代して層状を呈し

たと解釈している｡

(4)シェスカスカンスキｰ

中央カザックスタンのシェスカｰスガノレの近くに位置

する.鉱床は上部石炭紀の砂岩粘板岩互層申に胚胎

し鉱化作用を伴うこれらの互層は南北方向70kmの範

囲にわたり追跡される.鉱床付近は下部石炭紀とデボ

ン紀および上部石炭紀の地層が分布し複雑な摺曲と断

層か発達する.上部石炭紀の砂岩粘板岩互層は厚さ

900mで箱型のドｰム状摺出部においてこの互層中に

鉱化作用が6層準にみられる､これらの中石灰質の基

地をもつ砂岩中に鉱化作用は優勢であり赤色砂岩と礫

岩中では劣勢がまたはほとんど欠如している.鉱体灘

は層状ま社はレンズ状を呈しもっとも大規模な鉱体は

走向延長1.5～2km傾斜方向に800㎜連続しその厚さ

1.5～4mはで最大8mに達することである.

これらの層状鉱体群の他断層に伴った角礫を伴う鉱

脈も好在しペトロパブロスキｰ断層に沿い500mの走

向延長をもつものもみられる.

一般に鉱石は黄銅鉱瑳銅鉱黄鉄鉱砒鋤銅鉱閃

亜鉛鉱方鉛鉱輝鋼鉱銅藍および酸化銅と含水炭酸

銅の他石英方解石重晶石柱とからなる.鉱石鉱

物は砂岩の基地中に細粒の鉱染または細脈をなし一部

には水晶方解石粗粒の黄銅鉱斑銅鉱輝銅鉱方

鉛鉱が存在する.これらの鉱石の銅の品位は数%に達

し部分的に鉛亜鉛銀に富む.

シェスカスカンスキｰ鉱床の成因に対して多くの鉱

床学者は低温性熱水鉱床で潜在する底盤状花闇岩に関

係ずけているがグダｰリン(LLFy別"HH)ドマｰ

�㈶�

工05.6106.70

��

第8図地層帳斜方向のドヂエスカスガン鉱床地質断面①赤色砂質

瀦簑岩②嚢難繍灘晋驚身搬鵠舵詰粘麗

ならびに粘土⑧非合鉱アルコｰス砂岩③現世層�
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レフ(氏α月0MapeB)その他は沈澱鉱床が低変成度の

変成作用を受けたと解釈しその根拠として鉱体灘の形

態が層状を呈して層序的位置カミｰ走しており母岩に

熱水変質の影響が認められず鉱体群の位置が構造支配

に無関係であることを指摘している.またドマｰレフ

は一部の鉱脈はアルプス構造運動に伴う一種の再生鉱床

とみなしている.

(5)カファシスキｰ

アルメニヤ共和国のイラン国境付近に位置する.本

鉱床は非常に古くから知られており1851年から断続的

に採掘されてきており約25平方kmの範囲にいくつか

の鉱脈が分布しコムンモリスキｰおよび第7鉱体が有

名である.この地域は厚さ約800m(十)の扮岩と石英

斑岩の上部に中部ジュラ紀の凝灰質砂岩(厚さく900m)

カミ堆積してありこれらの岩層は北酉方向を摺曲軸とし

た背斜構造を形成しその中心部に上部ジュラ紀の石英

珪岩と曹長勢岩の岩脈と古第三紀(?)の花商閃緑岩の

岩株カミ存在する.また背斜構造は北酉方向の鉱化作用

以前の衝上断層および北東南北東西方向の断層運動

により切られている.

鉱化作用としては第7鉱体で100以上の鉱脈と網状脈

が発達し鉱脈群は北西および東西方向の急使斜の断層

中にまた一部南北方向の断層中に存在しこれらの鉱

脈および網状脈はすべて熱水変質を受けた斜長右英斑岩

中に胚胎している.鉱脈は走向に沿い100～500m傾

斜方向に200～250m連続しその厚さはO.2～1mのも

のが多く最大3～4mに達し網状脈はその鉱化帯の

幅が30～40mでその中に厚さ1～2c㎜から10c㎜まで

の細脈が網状に発達し深部に約500m以上連続する.

一般にこれらの多数の鉱脈灘は東方に行くにしたがい

また傾斜方向に沿って結合してゆく傾向がみられコム

ンモリスキｰ鉱体で地表付近に43の鉱脈が存在するが

深部の坑道では6鉱脈に結合して鉱脈の幅が厚くなる.

鉱化作用は3時期に分けられる.すなわち第1期は

石英結晶質黄鉄鉱黄銅鉱第2期はコロフオｰム状

黄鉄鉱黄銅鉱砒翻銅鉱閃亜鉛鉱方鉛鉱硫砒銅

鉱第3期は上述の鉱石鉱物を切る石英炭酸塩鉱物

重晶石黄鉄鉱からなる紬脈である.

鉱業的には第1期と第2期の鉱石が重要でありこれ

らの銅品位は非常に高く金銀を伴っている.

鉱床の成因としては浅成の中～低温熱水鉱床と考えら

れている.

5.鉛亜鉛鉱床

ソ連では鉛亜鉛鉱床としてはバリスカン期に生成し

たカラマザｰルの鉱床群アルタイサライルおよびカ

ラタウ山脈の大規模な鉱床が知られておりキムメルス

キｰ期に属する北日ｰカサスのサトンザバイカルのサ

ヴインスコェ第5またアルプス期に生成したテチュｰ

へ等か有名である.

これらの鉱床についてスミルノフ(C.C.CMHpH0B)グ

リコリェフ(H一Φ.Fp叩｡pbeB)その他多くの研究者が

詳細に調査しており成因的には次のように大別される∵

1)接触交代鉱床

半深成花筒岩類の貫入接触に伴うスカルン帯に鉛亜

鉛の硫化物が鉱染状レンズ状または塊状をなして鉱床

を形成するテチュｰへおよびカラマザｰルのガンサイ

ダルバｰザァノレトゥイン･トプカンの他タジツク共

01由曲

〵

�

』∫

10･工106120･1300'
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和国の鉛亜鉛鉱床は接触交代鉱床に属する.

2)高温熱水鉱床

硫砒鉄鉱錫石電気石鉛および亜鉛の硫化物から

なる鉢床でザバイカル地域のザヴィンスコエ第5カミそ

の代表としてあげられる.

3)中温熱水性雑鉱冷床

この種の鉱床は鉛亜鉛にとってもっとも重要な役割

を果たしている.鉱石鉱物は方鉛鉱閃亜鉛鉱砒鱗

銅鉱黄鉄鉱黄銅鉱で金銀ときにウランおよびト

リウム鉱物を伴い脈石鉱物は石英重晶石緑泥石絹

雲母炭酸塩鉱物などである.鉱床は形態および産状

により次の3つに区分される.

(1)裂か充漿鉱床(北コｰカサスのサトン)

(2)火山性堆積岩申のレンズ状鉱床(アルタイサライル等

の鉄床)

(3)石灰質岩中の交代鉱床(ネルチンスクの鉱床群)

4)低温熱水鉱床

普通石灰質岩中に生成した鉱床であり方鉛鉱閃亜

鉛鉱黄鉄鉱の単純な組み合わせからなる鉱石を主とし

塊状鉱と鉱染状鉱がみられる.鉱体は珪質石灰岩およ

び苦灰岩を交代した鉱脈が多くこの種のものは亜鉛の

重要な資源をなしている.ソ連ではカラタウ山脈の鉱

床群が代表的な例として知られている.

以下代表的なソ連の鉛亜鉛鉱床につv'て述べる.

(1)テチュｰべ

この地域は古生層に属する石灰岩を上部白亜紀の温流

した石英斑岩がおおっておりこれら両岩層の境界に鉛

亜鉛を主とする接触交代鉱床が形成されている.鉱石

鉱物としては方鉛鉱閃亜鉛鉱黄銅鉱黄鉄鉱､硫砒

'鉄鉱白鉄鉱磁硫鉄鉱が存在しこの他念マンガンペ

デンベルク輝石柘榴石ダトライト石英マンガン

菱鉄鉱方解石などを伴っている.

鉱イ合作用は石英斑岩とは無関係で地下に潜在する花

闇岩類によってもたらされたと解釈されており石灰岩

と石英斑岩の境界は構造規制の役員を果したものとみた

されている.普通スカルン型の雑鉱々床は大規模では

あるが低品位であり部分的に高品位の塊状鉱体や鉱

脈を伴っている.また酸化作用により下盤側の石灰岩

中に異極鉱のレンスカミ形成されていることがある.

(2)アルタイ地域の鉱床群

カザックスタン共和国と西シベリアにまたがるアノレタ

イ地域にはゾロトラシンスコエレニノゴルスコエズ

十
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第9図スカルン鉱床の垂直断面

①石灰石②石英斑岩流紋岩③粘板岩④砂岩

⑤硫化鉄鉱⑥酸化亜鉛鉱

イリヤノフスコエ等の鉱床が分布している.

この地域は幅1～10kmで北酉方向に数100km連続

する複摺曲帯が存在し鉱床と石英斑岩の岩株カ溜出帯

と断層の交叉する付近に位置するという特徴がみられる.

一般に鉱床は中部デボン紀の火山性堆積岩中に胚胎し

レンズ状を呈するものカミ多く一部に鉱染状鉱体を伴っ

ており鉱石は閃亜鉛鉱方鉛鉱黄鉄鉱黄銅鉱四

面銅鉱硫枇鉄鉱硫砒銅鉱自然金金銀･鉛のテ

ノレル鉱物の他石英重晶石炭酸塩鉱物絹雲母等か

らなり地下70～80mまでは酸化鉱が存在する.

クレｰグ(H.H-KypeK)の研究したリデルスキｰ鉱

体では下盤を構成する角礫凝灰岩と上盤の粘板岩の境界

に鉱化作用カミみられ塊状鉱と鉱染状鉱からなり塊状

鉱のレンズ状鉱体は走向方向に350m厚さ10m傾斜

方向に170m連続するという規模のもので高品位鉱に

より構成される.この地域の鉱床には絹雲母を主とし

少量の苦灰石石英緑泥石を伴う｢絹雲母岩｣が存在

しまた初生鉱中に金銀カドミエｰムその他の希元素

を含みとくに酸化鉱中でと金銀の含有量カ病いことが

特徴としてあげられる.

(5)サライルスキｰ鉱床群一

画シベリアのサライルスキｰ台地にあり中部カンブ

リア糸弓の角斑岩および凝灰岩源の結晶片岩中に胚胎して

いる.ラバジｰン(T.C.ハa6a〃H)の研究によれば

鉱床は母岩の構造(片理面).と不調和で摺歯運動と無関

係であるため鉱床の生成時期はカレドニア造山運動よ

りも後期であり地下は潜在する花鉱岩類の活動に鉱化

作用を関係づけている.

上述のアルタイとサライノレの両地域の鉱床群は中温熱

水鉱床に属し花筒岩類の活動に関係して生じたとする

解釈カミある一方ウｰソフ(M.A.yc0B)およびセメｰ�
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第10図金属鉱床の僕式垂直断面図､(エヌエヌクｰレクによる)

①硫化鉱物の鉱染を伴うセリシトライト

②炭酸塩質および珪質セリシトライト

③級密多金属鉱⑥赤色～緑色凝灰岩

④微晶珪岩⑦粘板崇

⑤硫化鉱物の鉱染する微晶珪岩⑧構造線

ノブ(A.肌CeMeH0B)等は鉱床は古生代の火山活動に

より生成したものでその後動力変成作用をこうむった

と主張している.

(4)カラタウ山脈地域の鉱床群

カラタウ山脈の鉱床離はシルリア紀の石灰岩中に胚胎

しておリ鉱化作用では次のような特性があげられる.

(乱)鉱床は石灰岩または苦灰岩中に胚胎する

(b)鉱化作用は非常に広範囲におよんでいる

(o)交代現象がしばしばみられる

(d)鉱石は方鉛鉱閃亜鉛鉱糞鉄鉱白鉄鉱炭酸塩鉱物

重晶石等から在る単縄植組成であまり変化が祖い

(e)鉛亜鉛は高品位であるが銀は低品位である(Pb1形に

つきAg1}2g)ただし局部的にほ重品万に富む鉱石

でPb1%に対してAg数10～数1009含むところもある

({)母岩の変質一白雲石化作用重品肩化作用まれに珪化作

用一を伴う

(9)鉱床区に謎大岩類が欠如する

クニャｰゼフ(肌眈K醐3eB)はこの地域の鉱床群を

裂か充填鉱床と母岩の層理面に平行な鉱染鉱床に大別し

Aい

�

�
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第11図鉛･亜鉛鉱床周辺の地質図および断面図(イｰイｰクニヤｰゼ

フによる)

1.石灰岩層C1(黒色ないし灰色の;百灰岩)

2.石灰質角礫岩3.ドロマイト化帯

4.石灰岩一泥灰岩層D3(泥灰岩黒色片岩石灰質泥灰岩)

5.方鉛鉱の鉱梁部および鉱体6.甑層

ている.裂か充填鉱床に属するものとしては急傾斜

または緩傾斜の裂か中に胚胎され鉱脈レンズ状で

塊状または筒状の形態を示し走向および傾斜方向に数

mから数100狐連続しその厚さも10～15mに達する.

これらは石灰岩または苦灰岩中に存在するか一部石灰

岩と砂岩の境刷こも争られる.

鉱染鉱床はある層準に集中して胚胎しており鉱染状

鉱と細脈が層理面に平行に存在し広範な面積にわたっ

て分布するこの場合母岩は石一灰岩または苦灰岩であり

泥灰岩中には鉱化作用は全く認められ在い.

カラタウ山脈の鉱床群の多くは潜頭鉱床であり地下

200～250mまでは酸化鉱を伴っている､

鉱床の成因は一般に低温熱水鉱床で地下に潜在する

花筒岩類の活動こ関係づけられているが一部には石灰

岩中に胚胎した同生鉱床であるという見解もある.

(筆者は鉱床部現在エクアドルヘ出張中)

(15頁からつづく)

硫化鉱につV･ては過酸化バリウム(BaO里)と硫酸バリ

ウム(BaS04)の混合物を加えて融解する方法によって

存在する鉄･銅･鉛･亜鉛の分析が報告されている｡

これらの方法と薪しv'装慶の使用との組み合わせによ

ってマグネシウムはもちろんナトリウムも正確に分

析される方法力欄発されると考えられる.

微量成分の分析については装置の安牢性の増加などに

よりけい酸塩岩石などでは10皿p㎜･(百万分の1)程

度以上存在するのカミ直接法で分析でき抽出などの分析

操作を行なえば1p･p㎜･程度存在する元素がこの方法

で分析できることが明らかになった.

この進歩した装置や方法は工場狂どでの迅速分析には

じゅうぶん利用されつつあるカミ研究とくに岩石･鉱

物の分析にはまだじゅうぶんに利用されていない現状で

あり今後のわれわれの一層の努カガミ必要であると考え

られる.(筆者は技術部化学課)�


